












































































































































































































































































































護者のための講演会も実施した。夏は 1 年生全員 
が河口湖にある東洋大学セミナーハウスで勉強合




























ト学習』を平成 14 年度から導入した（平成 16 








うになった。本校での PBL は平成 14 年 9 月 9
日の千葉大学教育学部の上杉賢士教授による解説
と企画書作 成の 2 時間の授業から始まったのだ
が、このような高大連携の取組は、中高の学校改
革の上でも有効である。大学生徒の交流も、生徒
に学ぶ刺激を与えた。
　実施の過程で、学年所属の担任団と教科が授業
の一部やホームルーム、 放課後などを利用して取
り組んだ。その為に、普段は教科がバラバラにな
りがちなのだが、PBL 教育の実施の過程の中で、
良い協力関係が生まれた。教師集団をまとめる効
果もある。
　プレゼンテーションの前日などは、夜遅くま
で、教師と生徒がプロジェクターを使い真剣に予
行演習をしている姿が印象的であった。
　PBL 学習は、自分が関心のあることであれば
どんなテーマでもよく、グループでも個人でも取
り組んでもよい。「少年法」に取り組んだ生徒は、
それを更に学ぶために、大学の法学部に進学し
た。 学びの出発点は自分のなかにあるのである。
　また、生徒の「自信」を育む環境作りにつな
がった。生徒の中で ｢自分は、たいしたことない」
とか「俺ってダメなやつ」など ､ 自分自身にマ
イナスのレ ッテルを貼ってしまう生徒がいる。
残念なことである。そんなレッテルははがし、生
徒たちが「やればできる」と、学びの主人公にな
れば、学校が生徒自身の居場所になる。「今まで
何をしてきたか」よりも「これから何をしたいか」
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に焦点を当て､ 自信を持って学ぶ支援をするのが
PBL 教育である。生徒自らの進路を考えさせ、
学びの過程で自信と可能性を育てる教育である。
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